
大会概要                                            

第 17 回 九州放射線医療技術学術大会 
第 71回日本放射線技術学会九州支部学術大会 

第 68回九州放射線学術大会 

大会長 大浦 弘樹 

実行委員長 中村 泰彦 

 

○ テ ー マ：「The Origin  拡張する職域と放射線技術学の進化」 

○ 会 期：令和 4 年 11 月 19 日（土）、20 日（日） 
開会式、一般研究発表、式典、ランチョンセミナー、特別講演、シンポジウム、実行委員企画、市民公開講座、ハンズオンセミ

ナー、機器展示、情報交換会、閉会式 

○ 会 場：アクロス福岡 〒810-0001 福岡市中央区天神 1-1-1 TEL 092-725-9111 

  URL http://www.acros.or.jp 

《アクセス》 

アクロス福岡へお越しの際は公共の交通機関をご利用ください。 

・福岡空港から天神まで地下鉄空港線で 11 分 

・JR博多駅から天神まで地下鉄空港線で 5 分 

・西鉄福岡天神駅から徒歩 10 分 

・地下鉄空港線天神駅から徒歩 5 分(16 番出口直結) 

・地下鉄七隈線天神南駅から徒歩 7 分(5 番出口) 

・バス停アクロス福岡・水鏡天満宮前から徒歩 0 分 

・天神 4 丁目から徒歩 3 分 

・天神中央郵便局前から徒歩 5 分 

便利な地下街からのアクセス 

アクロス福岡地下 2 階は天神地下街と直結しているので、晴雨問わず快適にご来館いただけます。 

○ 主    催：公益社団法人 日本放射線技術学会九州支部、 

九州地域放射線技師会/公益社団法人 日本診療放射線技師会 

○ 参加登録費：会員 4,000円  非会員 8,000円  技術学会学生会員 1,000円 学生非会員 3,000円 

  

http://www.acros.or.jp/


【大会概要】 

１．参加予定人数：700名（会員 600名、非会員 50名、学生 50名） 

２．予定演題数：口述 147題（ポスター発表なし） 

３．開催方式：現地開催のみ 

４．主要プログラム 

１）特別講演 11月 19日 15：30～16：30 第 1会場（4F 国際会議場） 

  座長  大浦 弘樹（第 17回九州放射線医療技術学術大会 大会長） 

  「放射線診療と AI」    飯塚病院 放射線科部長     佐々木 智成 先生 

２）市民公開講座 11月 20日 11：00～12：00 第 1会場（4F 国際会議場） 

 座長  中村 泰彦（第 17回九州放射線医療技術学術大会 実行委員長） 

「With コロナの医療の話 －コロナ禍で日本の医療はどう変わる？どう変える？－」  

九州医療センター 広域災害・救命救急センター長   野田 英一郎 先生 

３）シンポジウム 11月 19日 16：30～18：00 第 1会場（4F 国際会議場） 

「放射線診療における AI・Deep Learning」 

座長        一般財団法人平成紫川会 小倉記念病院    佐保 辰典 

             学校法人 原田学園             平原 大助 

シンポジスト  ・一般撮影「放射線診療における AI・Deep Learning(一般撮影分

野)」 

    奈良翔太（コニカミノルタジャパン株式会社） 

・CT「CT分野における AI利用と研究への取り組み方」 

 田畑成章（福岡大学筑紫病院） 

・MRI「MRIにおける AI・Deep Learning ～高速撮像を中心に～」 

 川俣圭輔（熊本再春医療センター） 

・核医学「人工知能がもたらす核医学技術」 

 関川祐矢（帝京大学福岡） 

・放射線治療「放射線治療を支援する AI技術」 

 廣瀬貴章（九州大学病院） 

シンポジスト発表 75分（15分×5人）、討論 15分 合計 90分 

４）実行委員企画 11月 19日 14：00～15：20 第 1会場（4F 国際会議場） 

 座長  塩谷 正貴、加藤 豊幸（第 17回九州放射線医療技術学術大会 副実行委員長） 

 「タスク・シフト/シェアによる診療放射線技師の業務拡大の実際」 

講演  日本診療放射線技師会 会長 上田 克彦：20分、 

     埼玉県済生会川口総合病院 富田 博信：40分、討論：20分 合計 80分 

5）ランチョンセミナー 11月 19日 12：00～13：00 第 1会場（4F 国際会議場）、第 2会場（B2F イベントホ

ール A）、第 3会場（B2F イベントホール B） 

①九州地域放射線技師会企画（GE ヘルスケアファーマ株式会社）  

                            座長：九州地域放射線技師会 学術教育委員会委員長 小浦 哲 

 「日本診療放射線技師会 新生涯学習システムについて」 ：多根総合病院 川守田 龍 

②日本放射線技術学会九州支部企画（バイエル薬品株式会社）  座長：熊本大学病院 羽手村 昌宏 

 「良い CT 検査ってどんな検査？」 ：産業医科大学病院 渡邊 亮 



③実行委員企画（エーザイ株式会社）    座長：小倉記念病院 松崎 静信 

 「やればできる！冠動脈 CTAの始め方」 ：国立病院機構嬉野医療センター 碇 直

樹 

 

6）ハンズオンセミナー 11月 19～20日 6F 会議室 601、602 

①中外テクノス株式会社共催：ソフトロンボードを用いた補助具の作成 

 19日 14:00～15:30、16:00～17:30 「X線撮影補助具の作成と紹介」 

                            九州大学病院 医療技術部 放射線部門 主任 濱崎 洋

志 

②テラリコン・インコーポレイテッド共催：3D-WS実機を用いた 3D画像作成のセミナー 

 19日 13:30～15:00 「BI-RADS-MRIに準拠した標準的乳房 MRI検査の撮像ポイントと ultrafast解析

の実際」 

             聖マリアンナ医科大学附属研究所 B&I先端医療センター附属クリニック  後藤 由

香 

 19日 15:30～17:00 「大腸 CT検査における撮影ポイントと 3D作成の実際」 

                   山形県立中央病院 放射線部 放射線専門員（兼）副技師長  今野 雅

彦 

 20日 10:30～12:00 「3D レンダリングが係わる CT検査において撮影ポイントと３D作成の実際」 

                                  済生会川口総合病院 放射線科科長  富田 博

信 

7）機器展示 11月 19～20日 6F 606、607、608会議室、B2F イベントホール ロビー 



 


